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研究成果の概要（和文）： 

先行期の感覚情報が準備期の摂食動作に及ぼす具体的な影響を明らかにすることを目的に、異

なる先行期の条件を設定して、捕食時の口唇圧および捕食動作の解析を行い、若年成人と高齢

者で比較した。先行期における視覚情報を遮断すると、若年成人では捕食時口唇圧の作用時間

が長くなり、圧のばらつきが大きくなった。さらに捕食様式にも影響を及ぼし、視覚遮断時に

は、強い捕食圧をかける前に弱い陰圧もしくは陽圧をかける様式が多くみられたのに対し、視

覚情報があると、はじめから強い捕食圧をかける様式がみられ、また様式のバリエーションも

増えた。これに対し高齢者では、口唇圧の作用時間は若年成人同様の影響が認められたが、若

年成人ほど顕著ではなかった。また捕食様式は先行期の条件によらず初めから強い圧をかける

様式が多かった。動作解析より、視覚および聴覚情報を遮断した場合には捕食のための開口動

作が変化し、若年者、高齢者いずれでも開口量が減少する傾向がみられた。また、視覚情報を

遮断した条件では、聴覚情報の有無によって開口開始から口唇にスプーンが接触するまでの時

間が影響を受け、男性では若年者、高齢者ともに時間が短くなり、高齢者で特に大きな差異が

生じた。 

 

研究成果の概要（英文）： 

The purpose of this study was to investigate the effects of sensory information in the 

anticipatory stage of feeding on food capturing, and to compare the results obtained from 

young adults and from the elderly. 

This study comprised of two parts: (1) analysis of lip closing pressure during food 

capturing ,and (2) analysis of food capturing motion 

In study(1),the average of the strength and the duration, and waveform of the lip pressure 

were analyzed and compared between 4 conditions in both age groups.  

Results show that without visual information the subjects make a longer pressure, which 

is significant in young adults. In addition, with the elderly, stability of lip closing 

pressure is lower than young adults especially in the condition without any sensory 

information regarding the food. It was suggested that sensory information affect the lip 

pressure by altering the duration and the stability of the pressure. 

  From the results of three-dimensional motion analysis, the elderly had a tendency not 
to open their mouths as wide as young adults, especially when they had no visual and/or 
verbal information. Moreover, mouth-opening period was shorter in the elderly group than 
the youth group when the visual and verbal information were blocked off. 
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１．研究開始当初の背景 
摂食・嚥下機能は先行期（認知期）、準備期、
口腔期、咽頭期、食道期という 5つのステー
ジに分ける考え方（Leopold,1983）が広く認
められ、また各ステージは次のステージに影
響を及ぼすことが知られている。先行期は、
視覚、聴覚、嗅覚や過去の体験から目の前の
食物の食べ方を決め、食べる構えを作る時期
として、その重要性が多くの正書で認められ
ているが、先行期の客観評価方法は明確にさ
れていない状況にあった。その原因は先行期
の感覚情報が、準備期以降の運動機能や運動
動態にどのような影響を及ぼすかの基礎研
究が十分されていないためだと考えられた。
捕食は準備期の初期動作であり、本研究の研
究者は口唇圧や動作解析での研究実績が豊
富である。そこで捕食行動にどのように影響
するかという視点で、先行期を評価していく
というのが本研究の着眼点である。先行期へ
の働きかけは介護現場でも取り組みやすい
テーマであり、高齢者の食支援のうえで、不
可欠と考えられる。 
２．研究の目的 
 先行期の感覚情報の差が捕食行動に及ぼ
す影響を口唇の力と動きの両面から明らか
にする。 
３．研究の方法 
 （１）口唇圧の測定：小型圧センサを埋入
したスプーンにゼリー状軟性食品 4gを載せ、
以下の 4 つの条件で各 3回捕食させ、捕食時
口唇圧を測定し、口唇圧、口唇圧作用時間、
口唇圧個人変動係数、口唇圧作用時間個人変
動係数を解析し、条件間で比較検討した。軟
性食品は味が異なり、物性が類似した８種類
の中からランダムに選んだ。 
条件 1：閉眼での介助食べ、条件 2：閉眼で
声かけにて食品の種類を教えた介助食べ、条
件 3：開眼での介助食べ、条件 4：開眼での
自食 
さらに捕食様式の圧波形のパターンを類型

化し、分析した。 
（２）動作解析：2 台の同期されたデジタル
ビデオカメラにて上記の課題を行っている
場面をコンピュータ上に動画として記録し、
動作解析ソフトを用いて対象者の捕食動作、
特に口唇を中心にした動作を三次元的に計
測し、比較検討を行った。なお、口唇動作の
記録に際しては上下口唇正中およびスプー
ン基部に直径 5mmのシールをマーカーとして
貼付し、測定部位とした。 
計測項目は、開口開始からスプーンが口唇に
接触するまでの時間（開口タイミング）、開
口を開始した時点でのスプーンと下唇マー
カーとの距離（スプーン位置）、開口時にお
ける上下口唇マーカー間の最大距離（最大開
口量）、捕食時のスプーン先端から下唇マー
カーまでの距離（スプーン挿入長さ）とし、
これらから捕食時の口唇動作について解析
を行った。 
 
４．研究成果 
（１）捕食時口唇圧について 
①男性では、介助摂食に比較して自食時に捕
食時口唇圧が強い傾向が認められた。特に高
齢男性では、視覚情報を遮断した介助摂食に
比べ有意に強い口唇圧が測定された。一方女
性では条件によって捕食時口唇圧の強さに
差は認められなかった。（図１） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 捕食時口唇圧 

 



②若年男性では、視覚情報、声かけが共にな
い条件下で捕食時口唇圧の個人変動係数が
有意に大きく、安定した圧で捕食できないこ
とが推察された。若年女性は自食時に個人変
動係数が小さく、自食が安定した圧に影響す
ることが推察された。一方高齢者では男女と
もにどの条件下でも個人変動係数が若年成
人に比較して大きく、捕食の強さにばらつき
が大きいことが示唆された。（図２） 
 

図 2 捕食時口唇圧の個人変動係数 
 

③男女ともにあらゆる条件において、高齢者
は若年成人に比べて、口唇圧作用時間が長か
った。若年成人は男女ともに、先行期の情報
量が増えるに従って、口唇圧作用時間が短く
なった。特に視覚情報が与えられると有意に
短い時間で捕食動作が行われた。また声かけ
情報によって、作用時間に有意な変化は認め
られなかった。一方高齢者は、男女ともに視
覚情報が与えられた介助摂食において視覚
遮断の介助摂食に比べ有意に短い時間で捕
食が行われた。自食の場合高齢者は男女差が
あり、男性は介助摂食に比べ口唇圧作用時間
が長い傾向があったが、女性は視覚遮断時に
比べ有意に短かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 口唇圧作用時間 
 
④口唇圧作用時間の個人変動係数は条件に
よる差はほとんど認められなかった。高齢男
性のみ、視覚情報を与えられた介助摂食で有
意に変動係数が小さかった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4 口唇圧作用時間の個人変動係数 
 
⑤捕食時口唇圧の質的な解析のために、口唇
圧の波形分析を行ったところ、以下の 4 つの
様式に類型化することができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
さらにそれぞれの対象者で条件ごとにどの
ような波形で捕食しているかの分類を試み
た結果を表 1に示す。 
 
若年成人は、視覚情報が遮断された状態では
Ⅰ型 and/orⅡ型の様式での捕食が多く見ら
れた。すなわち小さな陽圧もしくは陰圧をか
けた後に大きな圧をかける様式である。一方
視覚情報が与えられるとⅢ型、Ⅳ型やその組
みあわせが増えていて様式も多様化してい
る。これに対し、高齢者では条件に関わらず、
Ⅰ型、Ⅱ型は少なく、初めから大きな圧で取
り込む捕食様式が多くみられた。 

 
表 1 口唇圧の波形による分類 

 
（２）動作解析 
①開口タイミング 
開口開始からスプーンが下唇に接触するま
での時間は若年成人の方が長く、視覚情報が
ある場合には男女ともに高齢者よりも有意
に長い値を示した。一方、視覚・聴覚情報の
有無による差異はほとんどみられず、特に高
齢者では条件ごとの差が極めて少ない傾向

 

 

 

 



にあった。若年成人では男女ともに視覚・聴
覚情報いずれも与えられた状態で 0.7～1 秒
を示し、視聴覚情報が制限された状態ではそ
れよりも 20～30％程度短くなっていた（図 5）。 

 
 

図 5 開口タイミングの計測結果 
 
②スプーン位置 
男性においては条件ごとに開口時のスプー
ン位置が顕著に変化し、視覚情報が遮断され
た条件では自食時と比較して有意にスプー
ンと下唇との距離が短くなっていた。この傾
向は若年成人、高齢者に共通してみられ、条
件 2では高齢者におけるスプーン位置は若年
成人よりも有意に短かった。 
女性では、若年成人および高齢者のいずれの
群でも条件による差異は極めて少なく、条件
間および年齢間の有意差は認められなかっ
た（図 6）。 

 
 

図 6 スプーン位置の計測結果 
 
③最大開口量 
 男女ともに最大開口量はほとんどの条件
下で若年成人の方が高齢者よりも有意に大
きい結果となった。若年成人、高齢者ともに、
視覚・聴覚情報ともに与えられた条件での開
口量は、いずれの情報も遮断された条件と比
較して大きい値を示し、両者の間に有意差を
認めた。特に若年成人女性では、視覚・聴覚
情報がいずれも遮断された条件における開
口量はいずれの情報も与えられた場合、およ
び自食時と比較して顕著に少なくなった。 
一方、視覚は遮断され聴覚情報が与えられた
条件では、視聴覚情報いずれも与えられた場

合、および自食の場合との間には若年成人男
性を除き大きな差はみられなかった（図 7）。 

 
 

図 7 最大開口量の計測結果 
 
④スプーン挿入長さ 
視覚・聴覚情報両者を遮断された条件下では、
スプーン挿入長さが高い値となる傾向にあ
り、いずれの情報も与えられた条件では低い
値となる傾向があった。この傾向は若年者お
よび女性の高齢者で特に顕著であり、他の条
件との数値の間に有意差がみられた。反対に、
男性高齢者では視聴覚情報の有無によるス
プーン挿入長さの差異はほとんどみられず、
視聴覚情報が与えられた場合や自食時でも
高い値を示す傾向にあった（図 8）。 

 
 

図 8 スプーン挿入長さの計測結果 
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